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1. 2023年12月期第2四半期の業績（2023年1月1日～2023年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 21,562 △2.6 537 30.0 627 30.2 425 41.3

2022年12月期第2四半期 22,136 11.9 413 △12.8 481 △8.5 301 △16.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年12月期第2四半期 57.11 ―

2022年12月期第2四半期 40.54 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 147,080 10,331 7.0

2022年12月期 144,194 9,878 6.9

（参考）自己資本 2023年12月期第2四半期 10,331百万円 2022年12月期 9,878百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― ― ― 8.00 8.00

2023年12月期 ― ―

2023年12月期（予想） ― 7.00 7.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年12月期の業績予想（2023年 1月 1日～2023年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,000 3.3 640 △13.9 800 △11.9 520 △8.3 69.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注) 詳細は、添付資料６ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期2Q 8,679,800 株 2022年12月期 8,679,800 株

② 期末自己株式数 2023年12月期2Q 1,231,255 株 2022年12月期 1,247,095 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期2Q 7,439,614 株 2022年12月期2Q 7,417,894 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類への引き下げや各種政策の効果

等により、経済の持ち直しに向けた動きが見られました。一方で、ウクライナ情勢に起因するエネルギー・原材料

価格の高騰や半導体の供給不足といったわが国の経済活動に大きな影響を与える事象が長期化しており、依然とし

て先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社は、営業部門の組織体制を一部変更し、新中期経営計画「NL Build-Up！ 2023-2025」の

基本方針に掲げた「質の向上」の実現を目指しスタートしました。その結果、当第２四半期累計期間における新規受

注高は21,298百万円（前年同四半期比3.0%減、計画比6.4%増）となりました。

当第２四半期累計期間の売上高は、リース売上高は増加しましたが、割賦契約の大幅な減少等により21,562百万

円（前年同四半期比2.6%減）となりました。売上高は減少しましたが、不良債権処理費用の減少等により営業利益

は537百万円（同30.0%増）、経常利益は627百万円（同30.2%増）、四半期純利益は425百万円（同41.3%増）となり

ました。

セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。なお、各セグメントにおける売上高については「外部顧客

に対する売上高」の金額、セグメント利益については報告セグメントの金額を記載しております。

［リース・割賦・営業貸付］

当セグメントの新規受注高は20,694百万円（前年同四半期比2.8％減、計画比8.3%増）、営業資産残高は109,928

百万円（前期末比2.1％増）となりました。売上高は、リース売上高は増加しましたが、割賦契約の大幅な減少等

により19,483百万円（前年同四半期比3.0％減）、セグメント利益は不良債権処理費用の減少等により341百万円

（同107.0％増）となりました。

［不動産賃貸］

当セグメントの新規受注高は471百万円（前年同四半期比27.4％減）、営業資産残高は17,904百万円（前期末比

0.1％減）となりました。売上高は2,039百万円（前年同四半期比0.0％減）、セグメント利益は修繕費の増加等に

より533百万円（同7.3％減）となりました。

［その他］

当セグメントの新規受注高は134百万円（前年同四半期比547.3％増）、営業資産残高は298百万円（前期末比

99.7％増）となりました。ヘルスケアサポート事業部のリース売上高の増加等により、売上高は41百万円（前年同

四半期比168.2％増）、セグメント利益は19百万円（同42.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期会計期間末の総資産は前期末比2,886百万円増加し147,080百万円となりました。これは主にリース

投資資産の増加によるものです。

負債合計は前期末比2,433百万円増加し136,748百万円となりました。これは主に債権流動化に伴う長期支払債務

の増加によるものです。

純資産合計は前期末比453百万円増加し10,331百万円となりました。これは主に利益剰余金の増加によるもので

す。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年12月期の通期の業績予想につきましては、2023年２月14日に公表いたしました数値からの変更はありませ

ん。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,251,638 6,262,800

割賦債権 24,953,998 23,590,691

リース債権及びリース投資資産 80,764,618 84,542,200

営業貸付金 259,343 349,751

その他の営業貸付債権 1,452,361 1,397,669

賃貸料等未収入金 2,602,755 3,263,415

その他の流動資産 810,354 932,467

貸倒引当金 △905,435 △829,979

流動資産合計 117,189,630 119,509,013

固定資産

有形固定資産

賃貸資産 18,175,627 18,146,780

社用資産 52,121 51,462

有形固定資産合計 18,227,748 18,198,243

無形固定資産 89,841 97,157

投資その他の資産

その他の投資 8,679,306 9,237,155

貸倒引当金 △68,348 △33,656

投資その他の資産合計 8,610,958 9,203,499

固定資産合計 26,928,547 27,498,899

繰延資産 75,654 71,901

資産合計 144,193,832 147,079,813

負債の部

流動負債

支払手形 708,323 482,547

買掛金 3,802,199 4,118,601

短期借入金 2,770,000 2,670,000

1年内返済予定の長期借入金 34,085,657 33,637,069

1年内償還予定の社債 1,710,000 1,730,000

1年内支払予定の債権流動化に伴う長期支払
債務

228,946 114,809

未払法人税等 221,909 179,192

役員賞与引当金 50,000 -

賞与引当金 106,192 28,440

その他の流動負債 2,360,057 2,416,571

流動負債合計 46,043,282 45,377,229
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年６月30日)

固定負債

社債 5,948,600 6,148,600

長期借入金 66,061,650 62,273,693

債権流動化に伴う長期支払債務 7,061,478 13,967,930

退職給付引当金 79,109 81,429

受取保証金 6,183,634 6,168,587

資産除去債務 1,035,279 1,042,925

その他の固定負債 1,902,655 1,688,031

固定負債合計 88,272,405 91,371,195

負債合計 134,315,688 136,748,424

純資産の部

株主資本

資本金 2,297,430 2,297,430

資本剰余金 2,137,430 2,137,430

利益剰余金 5,500,026 5,865,463

自己株式 △215,222 △213,239

株主資本合計 9,719,665 10,087,084

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 158,480 244,305

評価・換算差額等合計 158,480 244,305

純資産合計 9,878,144 10,331,389

負債純資産合計 144,193,832 147,079,813
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 22,136,062 21,562,428

売上原価 20,358,382 19,860,148

売上総利益 1,777,680 1,702,279

販売費及び一般管理費 1,364,966 1,165,752

営業利益 412,714 536,527

営業外収益

受取利息 320 271

受取配当金 15,672 16,824

投資事業組合運用益 7,452 8,082

匿名組合投資利益 68,209 92,393

償却債権取立益 1,178 -

その他の営業外収益 335 204

営業外収益合計 93,165 117,775

営業外費用

支払利息 20,790 25,565

支払手数料 2,164 2,159

その他の営業外費用 1,536 1

営業外費用合計 24,490 27,725

経常利益 481,389 626,578

特別損失

投資有価証券評価損 3,835 1,298

損害賠償金 30,000 -

特別損失合計 33,835 1,298

税引前四半期純利益 447,555 625,281

法人税、住民税及び事業税 229,937 167,143

法人税等調整額 △83,072 33,239

法人税等合計 146,865 200,382

四半期純利益 300,690 424,898
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

ととしております。なお、四半期財務諸表に与える影響は軽微であります。

（追加情報）

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引)

当社は、従業員に対する福利厚生サービスを目的として、受給権を付与された従業員に信託を通じて自社の株式

を交付する取引を行っております。

(1) 取引の概要

　 予め当社が定めた株式給付規程に基づき、当社の従業員が退職した場合に当該退職者に対し当社株式を給付す

る仕組みです。当社は、従業員に勤続や成果に応じてポイントを付与し、従業員の退職時に累積したポイントに

相当する当社株式を給付します。なお退職者に対し給付する株式については、あらかじめ信託設定した金銭によ

り将来分も含め取得し、信託財産として分別管理しております。

(2) 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 2015

年３月26日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

(3) 信託が保有する自社の株式に関する事項

信託における帳簿価額は、前事業年度119,931千円、当第２四半期会計期間117,918千円であります。信託が保

有する自社の株式は、株主資本において自己株式として計上しております。

　 期末株式数は、前事業年度947,100株、当第２四半期会計期間931,200株であり、期中平均株式数は、前第２四

半期累計期間961,971株、当第２四半期累計期間940,157株であります。期末株式数及び期中平均株式数は、１株

当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めております。

(新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り)

前事業年度の決算短信の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について

重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期損益

計算書計上額

（注）３

　 リース・割賦
・営業貸付 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 20,081,463 2,039,415 22,120,879 15,184 22,136,062 ― 22,136,062

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 20,081,463 2,039,415 22,120,879 15,184 22,136,062 ― 22,136,062

セグメント利益 164,937 574,948 739,885 13,306 753,190 △340,476 412,714

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ヘルスケアサポート事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△340,476千円は全社費用であり、報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期損益

計算書計上額

（注）３

　 リース・割賦
・営業貸付 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 19,483,110 2,038,597 21,521,707 40,720 21,562,428 ― 21,562,428

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 19,483,110 2,038,597 21,521,707 40,720 21,562,428 ― 21,562,428

セグメント利益 341,445 532,997 874,442 18,943 893,385 △356,858 536,527

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ヘルスケアサポート事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△356,858千円は全社費用であり、報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


